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　我々の銀河系中心 SgrA∗ (=サジタリウス・エイ・スター) は,近赤外線の観測によって、その近傍の星の公転運
動観測から, 約 400万太陽質量の大質量ブラックホ－ ルであると確信されている（厳密には候補。「事象の地平線」
の検出こそが厳密証明）。大質量ブラックホ－ ルの中でも, わずか 8kpcという最近距離にあり, ブラックホ－ ル周
辺の相対論的時空を観測するのには、もってこいのブラックホ－ ルだ。そのSchwarzschild 半径は 0.1天文単位, 見
かけで 10μ 秒角になる。自己重力レンズ効果によって, 事象の地平線 (event horizon) は約 2.6 倍に拡大されるの
で, 輝く高温降着円盤の中央に差し渡し 50μ 秒角の黒いシルエット (=ブラックホ－ ル・シャドー) が見えるはず
である。
　 2008年夏、230GHz帯VLBIにより、これまでの低周波のVLBI観測で問題であった核周プラズマによる散乱を
突破, その事象の地平線スケールの構造を捉えたとの報告があった（Doeleman et al.Nature, 455，p78-80, 2008)。
Doelemanらは VLBIにおける信頼検出 SNR=7にはわずかに届かない SNR=5.8での検出、そして普段は使わな
いインコヒーレント積分法で検出など、やや苦しい解析をしているので、この報告はまだ決定的観測結果とまでは
いえない。
　しかしながら、現在の技術で観測的にブラックホ－ ルの存在を（厳密に）証明し、その時空構造まで観測的に研
究できる時代がやってきたことを示唆するものである。 今後、Ｘ線によるディスク・ライン観測と併せ、ブラック
ホ－ ル近傍の相対論的時空の観測天文学の開花が期待される。これまで日本はブラックホ－ ル天文学を得意として
きたが、今後は理論・各波長の観測の総合力をもってあたることが、研究を発展させるために重要であろう。
解説 web： http://radio.mtk.nao.ac.jp/～horizon/explanation.html


